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みなべ町議会だより　第49号　平成29年11月

９月定例会

本定例会において、竹本議長と監査委員の下村議員を除く 12 名の議員で決算審査特別委員会を設
置し、委員長に谷本議員、副委員長に永井議員を互選により決定いたしました。

平成 28 年度一般会計、各特別会計、水道事業会計の歳入・歳出決算の審査を、9 月 12 日〜 14 日
の 3 日間で担当課、副町長、会計管理者同席のもと実施しました。

決算審査特別委員会

平成28年度会計別決算
歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 ９４億７３２７万円 ８６億４２２７万円

国 民 健 康 保 険 会 計 ２５億３３２０万円 ２４億２６０３万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ２億８０３２万円  ２億７５５６万円

介 護 保 険 会 計 １５億８５８６万円 １５億５５０１万円

農 業 集 落 排 水 会 計 ２億８８２４万円  ２億８３８８万円

公 共 下 水 道 会 計 ５億４４５７万円  ５億３９６２万円

簡 易 水 道 会 計 ２億３６１４万円  ２億２７１３万円

●各議員の議案採決結果（反対のあった議案のみ） ○：賛成　×：反対　　　議長は採決には加わりません
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平成２９年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

全国森林環境税の創設に関する
意見書 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

「平成２９年度一般会計補正予算」

丸山 幸雄 議員（P6 参照）
「防災施設整備事業費 土地借上料の
50 万円は、時期尚早だと考える。」

「全国森林環境税の創設に関する意見書について」

池田 三千留 議員　　　　  （P17 参照）
「紀の国森づくり税はすでに課税されており、2 重課
税になるのではないか。石油、石炭税の上乗せ措置で、
地球温暖化対策の位置づけとするべきと考える。」

●討論 討論とは、議案に対する「賛成」「反対」の旨とその理由を述べて、他の議員を自己の意見に賛同させることを目
的とする発言。

●会期　　　９月６日から２０日（５日間）
●認定　　　８件　全て認定（平成２８年度各会計決算等）
●議案　　　１２件　全て可決（平成２９年度一般会計補正予算、工事契約等）
●議員発議　１件　可決（全国森林環境税の創設に関する意見書について）
●一般質問　８人　計１１質問

反対討論 反対討論
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みなべ町議会だより　第49号　平成29年11月

決算報告
決算審査特別委員会　委員長報告　　　　　　　委員長　谷　本　吉　弘

税務課所管
梅価格の低迷や人口減少による収入の減少等により、
町税の減少傾向が続いている中で、収納率においては、
昨年度に引き続き前年度比率を上回っています。公正
公平な税負担の原則からも、和歌山地方税回収機構な
どの活用も含め、現年度、過年度の滞納分の徴収に努
力していただきたい。

９月 14 日に決算審査に関わる主要な現地（森林組合・薪割り機、東神野川線、高城診療所、
鶴の湯温泉・薪ボイラー、上南部中空調設備、国民宿舎屋上改修、南部小キーボックス、小目
津公園、防犯カメラ等）を１日かけて調査しました。

決算の認定にあたり、現地調査を含めた３日間の厳正な審査を行いました。大きな問題などは見
受けられなかったものの、より一層の行財政運営の適正化に努めるよう要望しました。

各委員からの意見や要望事項など、主な事項について下記に報告します。

総務課所管
財政健全化運営により、実質公債費比率は 12. ９%と

昨年度より0. ５%減少しています。今後もより一層、良
好な財政健全化運営に向けて、取り組んでいただきたい。
また、防災備品等の購入については、必要であれば予
算を流用してでも揃えるべきではないかとの意見があり
ました。

生活環境課所管
ゴミの焼却については、30 年度からは田辺市に依頼
することになりました。分別等の違いがあるため、今
後もゴミの分別の徹底について、町民に啓発活動をし
て頂きたい。
農業集落排水の公共下水道への接続が進められてい
ます。未加入の問題については、地域間格差が依然と
して大きく、事業の目的や制度の根幹に関わることで
あり、さらなる加入率の向上につながるよう努めてい
ただきたい

住民福祉課所管
町立保育園の臨時職員の多さが指摘されました。賃金
体制は改善されましたが、正職員との差、同一労働同一
賃金までは追いついていません。士気の低下につながら
ないように処遇改善をお願いします。

健康長寿課所管
毎年行われているミニドッグ健診は、受診する町民が

固定化され、なかなか増えていかないのが現状です。健
康の町みなべ町をアピールするため、病気の早期発見の
ためにも受診率が上がるように努力していただきたい。

建設課所管
住宅使用料の滞納対策については、現年度分の徴収
率は 99.3% と高く、徴収に努力され、未納額も年々減
少しています。しかし未だ多額の滞納額があり、法的
な処置を含め解消に努めていただきたい。

うめ課所管
現在、我が町では、梅の価格低迷や消費の減少が大き

な問題となっています。
うめ課が行う梅の需要や消費拡大は、公費を投入して
いることから、町民が広くその恩恵を受けることができ
る効果的な政策を実施していただきたい。
また、地方創生加速化交付金や世界農業遺産推進事業
費で行われた膨大な取り組みが今後も続けられるのか、
不安視する意見や、これらの多くの取り組みのデータや
経験を次の世代に残すことが大事ではないかとの意見な
どが出されました。

産業課所管
29 年度で終了する、野菜花卉産地総合支援事業は、

農家維持発展には欠かせない事業であるため継続を求め
る意見が出されました。
また、有害鳥獣捕獲後の適正な確認や、カシナガキク
イ虫の防除対策を引き続きお願いします。
鶴の湯温泉に薪ボイラーが設置されましたが、もっと

大きくアピールすることをお願いします。

教育学習課所管
千里ヶ丘球場をはじめ、町内体育施設の利用状況が
HPで確認できるようになりました。関係各課と緊密な
連携をとり、教育旅行やスポーツ合宿での団体利用促
進、町内宿泊施設の集客に生かしていただきたい。
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重点事業と注目ポイント平成28年度　決算

●防災備品等購入費は震度感知自動開錠式鍵収納
ボックス３基の購入費が主で、南部小、ウメタ、
JAアグリに設置されました。
●津波避難センターは地元待望の施設、11月末に完
成予定です。

農林水産

生活・環境

●ゴミの焼却は29年度までは、すさみ町で処理して
頂いていますが、30年度からは田辺市に委託する
ことになります。分別のルールが変わります、な
お一層の分別の徹底をお願いします。

ここがポイントここがポイント

●備長炭～森林資源～事業は、地方創生加速化交付
金（100％国費）によるフォークリフト、薪割り
機、ユニック車、車両重量機等の購入代金です。
●海岸堤防等老朽化対策事業は、埴田から千鹿浦ま
での堤防の長寿命化計画を策定する委託料です。

ここがポイントここがポイント

●子ども医療費は、子供の保険診察の自己負担を助成す
るもの、高校卒業時まで医療費が無料になります。

●長寿祝事業は84歳以上の高齢者の方々に祝い品を贈
呈しています。（84歳以上989人、95歳以上78人、
新100歳7人）

ここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント

●コミュニティバス等運行事業
●防犯カメラ設置事業
●交通安全施設設置工事（カーブミラー等）

……… 952 万円
……………… 237 万円

……… 324 万円

●備長炭保全と森林資源を活用した地域活性化事業

●海岸堤防等老朽化対策事業
……… 1883 万円
……… 1241 万円

●一般廃棄物収集運搬委託料
●事業系一般廃棄物運搬委託料
●田辺市周辺衛生施設組合負担金

……… 8190 万円
……… 185 万円
… 4397 万円

農林水産

生活・環境

建設・土木

観光・商工

●鶴の湯温泉露天風呂給湯設備改修は、薪ボイラー
２基の設置費用。県のグリーンニューディール基
金対象事業で、補助額は1993万円です。
●国民宿舎工事は、本館屋上の防水工事です。別館
の屋上の防水工事も29年度に完了しています。

ここがポイントここがポイント

●土砂災害ハザードマップは、皆さんが住んでいる
地区で、土砂災害が発生した場合に危害を受ける
恐れのある範囲を示したものです。事前にお住ま
いの地区や近隣地区の危険箇所を知り、避難場
所、避難経路などを確認するための参考にしてく
ださい。

ここがポイントここがポイント

●土砂災害ハザードマップ作成（東本庄）
●町道名の内線道路改良工事
●町道東神野川線改良工事

300 万円
……… 3696 万円

 ………… 6702 万円

●鶴の湯温泉露天風呂給湯設備改修
●国民宿舎工事
●外国語版観光パンフレット作成

2741 万円
……………………… 3206 万円

……142 万円

建設・土木

観光・商工

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

●３中学校舎空調設備設置工事前払金
●南小プール設備等改修工事
●学童保育事業

6873 万円
……… 1998 万円

……………………… 2709 万円

●防犯カメラは、町内４か所(はあと館、南部公民
館、南道交差点、東吉田交差点)に設置されていま
す。
●コミュニティバスは、９人乗り車両２台によるデ
マンド方式で運行しています。

ここがポイントここがポイント

●防災備品等購入費
●津波避難施設整備事業
●住宅耐震改修補助金

…………………… 189 万円
…………… 9900 万円

………………… 241 万円

ここがポイントここがポイント
●中学校３校の空調工事は29年8月に工事を完了
し、２学期から快適な環境で勉強することができ
るようになりました。また小学校については現在
設計中です。

 1706 万円
……………………… 5169 万円

…………………………… 607 万円

●高城診療所屋根改修等工事請負費
●子ども医療費
●長寿祝事業

空調設備（上南部中学校　ガス方式） 防犯カメラ（東吉田交差点）

高城診療所 震度感知自動開錠式鍵収納ボックス（南部小学校）

町道改良（東神野川線） ユニック車（みなべ川森林組合）

薪ボイラー（鶴の湯温泉） すさみ町ゴミ焼却場

みなべ町議会だより　第49号　平成29年11月
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整
備
事
業

　

土
地
借
上
料

全
体
と
し
て
の
構

図
が
み
え
て
こ
な

い
。借
地
料
の
５０
万
円（
半

年
分
）
は
必
要
な
の
か
。

岩
砕
等
を
取
り
置
き
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
近
く
に
も

町
管
理
の
置
き
場
が
あ
る

の
で
は
。借

地
は
現
場
に
進

入
す
る
た
め
の
工

事
用
道
路
で
あ
り
必
要
。

ま
た
ト
ラ
ッ
ク
等
の
回
転

場
や
広
く
余
っ
た
土
地
は
、

残
土
や
資
材
、
も
し
く
は

埋
め
戻
し
の
た
め
の
仮
置

き
に
使
い
た
い
。

●
津
波
避
難
セ
ン
タ
ー

　

管
理
条
例

緊
急
時
の
使
用
が

基
本
だ
が
、
平
常

時
の
管
理
、
運
営
、
使
用

状
況
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る

の
か
。

防
災
目
的
で
は
あ

る
が
、
地
元
行
事
、

防
災
関
連
の
展
示
等
に
活

用
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
管
理
に
つ
い
て
ス

ロ
ー
プ
か
ら
２
階
、
３
階

は
フ
リ
ー
だ
が
、
集
会
所

的
な
と
こ
ろ
は
施
錠
、
室

内
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
。

●
新
設
坂
ヶ
谷
道
路
整
備

今
後
の
工
事
予
定

は
。
ま
た
土
地
取

得
の
進
み
具
合
や
予
算
は
。

ネ
ク
ス
コ
西
日
本

4
車
線
化
の
話
の

中
に
お
い
て
準
備
中
。
た

だ
国
の
認
可
が
ま
だ
取
れ

て
い
な
い
の
で
時
期
に
つ

い
て
は
明
言
を
避
け
た
い
。

十
分
協
議
の
う
え
地
元
に

説
明
し
た
い
。

●
町
道
高
野
沼
川
線
改
良

　

工
事
（
仮
称 

高
城
ト

　

ン
ネ
ル
）

新
し
く
ト
ン
ネ
ル

が
で
き
た
場
合
、

ト
ン
ネ
ル
出
口
か
ら
高
城

小
学
校
や
市
井
川
へ
の
交

差
点
ま
で
の
距
離
が
半
分

に
な
り
、
幅
員
が
広
く
な

っ
た
分
、
車
の
ス
ピ
ー
ド

が
上
が
り
危
険
と
思
わ
れ

る
が
、
対
応
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

安
全
対
策
と
し
て

立
て
看
板
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
路
面
表
示
な

ど
で
注
意
喚
起
を
考
え
て

い
る
。
現
地
の
状
況
を
十

分
に
見
な
が
ら
対
応
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算

●
新
設　

子
育
て
世
代

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー                                      

平
成
30
年
よ
り
母

子
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
新
設
と
聞
い
た
が

説
明
が
ほ
し
い
。

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と

い
う
事
で
一
応
決
ま
っ
て

い
る
、
名
称
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
。
妊
娠
か
ら

出
産
、
子
育
て
期
の
相
談

窓
口
。

相
談
窓
口
と
い
う

形
で
あ
る
な
ら
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い

う
名
称
は
や
め
て
も
ら
い

た
い
。
名
前
に
お
い
て
、

ユ
ー
ザ
ー
側
か
ら
の
立
場

を
思
い
、
訪
れ
や
す
く
相

談
窓
口
と
し
て
成
果
が
上

が
る
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
お
願
い
す
る
。

健
康
長
寿
課
で
検

討
中
、
分
か
り
易

い
形
で
考
え
て
い
き
た
い
。

●
鶴
の
湯
温
泉
汲
上
用

　

井
戸
長
寿
命
化
工
事

鶴
の
湯
温
泉
の
く

み
上
げ
に
お
い
て

パ
イ
プ
の
直
径
を
１
７
５

か
ら
１
２
５
㎜
に
下
げ
て

も
水
量
は
賄
え
る
の
か
。

現
在
の
く
み
あ
げ

量
と
比
較
し
て
も

十
分
に
賄
え
る
と
考
え
る
。

ま
た
こ
の
工
事
は
井
戸
の

長
寿
命
化
対
策
に
お
い
て

も
必
要
。

●
児
童
福
祉
総
務
費

　

時
間
外
手
当

４０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
新

た
な
業
務
の
た
め
か
、
理

由
は
。

認
定
こ
ど
も
園
に

向
け
て
の
高
台
移

転
等
に
様
々
な
業
務
が
予

想
さ
れ
、
今
後
半
年
間
は

こ
の
く
ら
い
の
時
間
外
労

働
が
予
想
さ
れ
る
た
め
に

計
上
。

時
間
外
が
心
配
さ

れ
る
の
は
、
人
手

不
足
な
の
か
。
現
状
人
員

で
賄
え
る
と
考
え
て
い
い

の
か
。

保
育
所
以
外
の
業

務
も
増
え
、
現
状

は
厳
し
い
が
、
２９
年
度
は

現
体
制
。
次
年
度
は
見
直

し
の
必
要
も
。

主
な
議
案
審
議
Ｑ
＆
Ａ

A

AA

AA

A A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

議会承認後に造成を開始した借地現地

工事中の津波避難タワー（11 月末に完成予定）
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町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは、本議会において議員が行政全般にわたり、町長
などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針な
どについて質問したり、あるいは報告、説明を求めたりするこ
とをいいます。

QR コードで各議員の一般質問の動画を簡単にご覧いただ
けます。スマートフォンに「QR コード読み取りアプリ」
をインストールして頂く必要があります。

8 議員が一般質問
宮﨑　繁幸 議員 …………………………………………

①  空き家対策の利用状況

出口　晴夫 議員 …………………………………………

①  梅農家の人手不足解消に向けた支援策の検討を
②  青梅のトップセールスに掛ける思いとは？今年の作況は？

北谷　清治 議員  …………………………………………

①  携帯電話難聴地域の解消を

井口　雅裕 議員 …………………………………………

①  学童の通学の安全について

原田　覚 議員 ……………………………………………

①  中学校運動部活動（社会体育）について

玉井　伸幸 議員 …………………………………………

①  津波対応訓練の方針や内容について
②  国民健康保険の制度改正による影響や課題について

谷本　吉弘 議員 …………………………………………

①  より安全な避難道路の早期完成を

池田　三千留 議員 ………………………………………

①  学校図書の充実について
②  学校の非構造部材の耐震について
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質
問　

現
在
の
空
き
家
対

策
の
利
用
状
況
、
又
申
請

後
の
点
数
計
算
の
形
と
土

地
の
所
有
者
と
借
主
が
違

い
撤
去
で
き
な
い
等
の
問

題
対
策
に
行
政
と
し
て
の

対
応
策
を
聞
き
た
い
。
又

避
難
道
路
に
面
し
老
朽
化

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
や
補

修
に
つ
い
て
も
問
題
提
起

後
こ
れ
と
い
っ
た
回
答
も

な
く
、
他
の
市
町
村
の
対

応
策
を
参
考
に
み
な
べ
町

独
自
の
補
助
や
解
決
策
を

お
願
い
し
た
い
。
近
い
将

来
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
東
南
海
地
震
や
災
害
に

お
い
て
、
避
難
道
路
確
保

の
た
め
に
も
前
向
き
な
答

弁
を
聞
き
た
い
。

町
長　

補
助
率
は
3
分
の

2
、
補
助
金
の
上
限
は
６０

万
円
、
本
年
は
５
件
分
の

３
０
０
万
円
計
上
。
申
し

込
み
は
６
件
で
１
件
は
該

当
し
な
い
。

　

撤
去
完
了
を
含
め
現
在

作
業
中
。
又
土
地
所
有
者

と
建
物
所
有
者
の
違
う
場

合
に
つ
い
て
も
申
請
は
可

能
、
撤
去
に
お
い
て
は
同

意
が
必
要
。
測
定
基
準
や

認
定
は
屋
根
、
壁
等
の
状

況
な
ど
適
切
な
管
理
や
景

観
を
損
な
う
物
に
点
数
を

つ
け
１
０
０
点
以
上
の
物

に
決
定
さ
れ
る
。

再
質
問　

倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
空
き
家
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
に
つ
い
て
避
難
道
路

確
保
の
為
に
も
行
政
と
し

て
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る

の
か
位
置
確
認
も
含
め
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
中

に
南
海
ト
ラ
フ
、
東
南
海

地
震
に
お
い
て
確
度
の
高

い
予
知
が
難
し
く
新
た
な

対
策
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
等
、
一
方
で
は
前
兆
現

象
を
観
測
し
た
場
合
の
事

前
避
難
を
促
す
新
た
な
対

策
を
示
し
た
と
あ
り
ま
し

た
が
、
み
な
べ
町
と
し
て

も
こ
れ
に
対
応
し
た
案
を

ま
と
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
う
い
っ
た
話
に
お
い

て
も
早
急
な
避
難
道
確
保

と
い
う
事
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
空
き
家
対

策
や
粗
悪
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
お
い
て

も
行
政
が
率
先
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
助
か
る
命
も
落

と
し
て
し
ま
う
と
い
う
事

態
が
生
じ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら

も
、
自
主
防
災
も
含
め
行

政
、
町
民
と
三
位
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

　

又
先
頃
に
お
い
て
熊
本

視
察
の
際
に
被
害
を
受
け

た
御
船
町
の
副
町
長
に
被

災
時
の
状
況
や
又
、
地
震

に
お
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
た
所
、
有
事
に
お

い
て
被
災
者
の
痛
み
を
思

え
ば
ど
の
よ
う
な
対
応
策

も
や
り
す
ぎ
は
な
い
。
行

政
と
し
て
で
き
る
限
り
の

事
を
考
え
れ
ば
と
の
事
。

そ
う
言
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
地
震
や
津
波
、

考
え
ら
れ
る
災
害
を
想
定

し
町
長
の
言
わ
れ
る
０
被

害
、
０
災
害
に
す
る
為
に

も
避
難
道
確
保
に
お
い
て
、

空
き
家
問
題
や
老
朽
化
し

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
問
題
に
つ
い
て
今
以
上

の
政
策
を
町
民
の
為
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

避
難
道
路
沿
い
に

あ
る
危
険
個
所
に
お
い
て

の
把
握
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区

長
さ
ん
や
自
主
防
災
会
に

お
い
て
細
か
く
確
認
し
た

い
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

新
た
な
防
災
対
策
は
、
政

府
の
中
央
防
災
会
議
作
業

部
会
で
地
震
予
知
、
又
事

前
予
知
に
お
い
て
も
確
立

の
高
い
予
知
が
難
し
い
と

思
わ
れ
事
前
予
知
を
前
提

と
し
た
防
災
対
策
の
見
直

し
を
検
討
。
和
歌
山
県
に

お
い
て
も
知
事
が
率
先
し

て
各
市
町
村
に
事
前
復
興

計
画
を
作
る
よ
う
勧
め
て

い
る
。
老
朽
化
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
も
み
な
べ
町
の
実

情
に
合
っ
た
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

議員

点数計算の形、粗悪なコンクリート
　　　　　ブロックの撤去や位置確認

空き家対策の利用状況防災

倒壊の恐れがある空き家

老朽化したコンクリートブロック塀
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青
梅
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
掛
け
る
思
い
と
は
？
今
年
の
作
況
は
？

　
機
能
性
の
Ｐ
Ｒ
で
消
費
拡
大　

作
況
は
平
年
の
75
％

農
業

質
問　

農
家
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
が
労
働
不
足

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
中

で
、
農
家
は
雇
用
者
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
。
梅

を
基
幹
産
業
と
位
置
付
け

る
み
な
べ
町
と
し
て
は
、

見
過
ご
せ
な
い
問
題
。
ま

ず
は
、
梅
農
家
へ
の
労
働

力
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
な
ど
で
現
状
を
把
握
し
、

県
や
Ｊ
Ａ
、
他
産
地
・
大

学
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

人
材
情
報
の
共
有
や
紹
介

窓
口
設
置
、
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
・
活

用
な
ど
労
働
力
確
保
に
向

け
た
新
た
な
支
援
策
を

模
索
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
町
長
の
お
考
え
は

ど
う
か
。

町
長　

梅
農
家
の
人
出

不
足
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
深
刻
に
な
り

大
き
な
問
題
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

一
つ
の
解
決
方
法
と
し

て
他
の
地
域
の
多
品
目

の
農
家
の
と
の
労
働

の
交
換
な
ど
検
討
の
余
地

が
あ
る
が
、
宿
泊
・
食
事

の
問
題
な
ど
を
解
決
し
な

い
と
い
け
な
い
。
ま
ず
は
、

町
内
の
農
家
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
現
状

の
把
握
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
そ
の
ほ
か
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
取
り

組
ん
だ
都
会
の
大
学
生
等

に
来
て
も
ら
う
な
ど
様
々

な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

み
な
べ
町
と
Ｊ
Ａ
紀
州
の

共
同
で
11
月
頃
に
実
施
さ

れ
ま
す
）

質
問　

町
長
の
毎
年
の
梅

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
掛

け
る
思
い
と
は
。
ま
た
話

し
合
わ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
、
差
し
障
り
の
な
い
範

囲
で
教
え
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
梅
の
作
況
が
最

大
の
話
題
と
な
っ
た
と
思

う
が
、
協
議
会
の
調
査
で

は
「
や
や
少
な
い
」
と
の

表
現
が
使
っ
て
い
た
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
そ
の
表

現
に
違
和
感
を
感
じ
た
生

産
者
も
多
く
い
た
。
従
来

の
調
査
方
法
の
再
検
討
や

補
完
的
に
各
農
家
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
付
加
す

る
な
ど
、
さ
ら
に
精
度
を

上
げ
る
た
め
の
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

今
年
の
作
況
指
数
に
つ
い

て
町
と
し
て
は
、
ど
の
程

度
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

は
、
昭
和
57
年
か
ら
開
始

し
今
回
で
36
回
と
な
る
。

本
年
は
、
東
京
青

果
な
ど
主
要
６
市
場

を
訪
問
し
た
。
市
場

の
意
見
は
、
み
な
べ

ブ
ラ
ン
ド
は
確
立
出

来
て
お
り
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
お

客
も
増
え
る
中
で
安

定
し
た
供
給
を
お
願

い
し
た
い
と
の
事
で

あ
っ
た
。
特
に
、
団

塊
世
代
の
家
庭
で
梅

干
し
づ
く
り
が
人

気
で
講
習
会
や
食
育
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
た
。
ま

た
、
梅
の
作
況
に
つ
い
て

は
非
常
に
予
測
し
に
く
い

が
、
今
後
の
調
査
方
法
の

見
直
し
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
日
高
果
樹
技

術
者
協
議
会
に
意
見
と
し

て
要
望
し
た
い
。

　

ま
た
、
今
年
の
梅
の
作

況
指
数
に
つ
い
て
は
、
推

計
で
す
が
町
内
で
収
穫
さ

れ
た
梅
は
約
２
万
３
０
０

０
ト
ン
で
、
過
去
10
年
平

均
に
対
し
て
75
％
、
う
ち

Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
た
の
は

約
１
４
０
０
ト
ン
で
前
年

の
73
％
だ
っ
た
。
梅
干
し

に
つ
い
て
は
、
業
者
の
塩

の
取
扱
い
量
か
ら
見
て
紀

南
地
方
で
約
２
０
０
万
タ

ル
が
生
産
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
。
行
政
と
し
て
は
、

消
費
拡
大
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

に
汗
を
流
し
、
機
能
性
な

ど
梅
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
事
に
今
後
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

議員

まずは、農家へのアンケート調査を実施！

梅農家の人出不足解消に
　　　向けた支援策の検討を！

農業

農家の人出不足解消は喫緊の課題

作況は 75%　着果調査の更なる精度向上を
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北
きた

谷
だに

清
せい

治
じ

議員

質
問　

携
帯
電
話
が
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
20
年
以
上
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
間
、

町
内
全
域
ど
こ
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
各
所
に
中

継
ア
ン
テ
ナ
が
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
山

間
地
で
は
電
波
の
届
き
が

悪
く
、
限
ら
れ
た
場
所
で

し
か
通
じ
な
い
地
区
や
、

全
く
ア
ン
テ
ナ
表
示
が
出

な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
災

害
発
生
時
な
ど
緊
急
時
に

は
大
変
困
る
状
況
で
す
が

町
と
し
て
通
信
会
社
に
対

し
改
善
を
強
く
求
め
て
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

町
長　

不
感
地
区
は
清
川

の
洞
地
区
と
名
の
内
地
区

２
ヶ
所
で
す
。
町
と
し
て

も
携
帯
電
話
会
社
に
対
し

調
査
や
改
善
の
働
き
か
け

や
、
解
消
の
た
め
の
補
助

制
度
に
つ
い
て
も
、
県
や

近
畿
総
合
通
信
局
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

総
務
課
長　

1０
月
２０
日
か

ら
高
城
、
清
川
地
区
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
よ
る
光
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
無
線
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
つ
な
が
り
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
と

い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
災
害
時
に

は
有
効
な
通
信
手
段
と
な

り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に

よ
っ
て
屋
内
や
家
の
周
辺

で
の
電
話
の
利
用
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

再
質
問　

実
際
皆
さ
ん
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
使
う
の
か
ど
う
か
疑
問

で
す
し
、
現
在
電
波
が
届

い
て
い
な
い
地
域
に
は

Ｕ
タ
ー
ン

の
方
も
お

ら
れ
、
そ

の
不
便
さ

を
感
じ
て

お
ら
れ
る

だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

町
と
し
て

考
え
ら
れ

る
対
策
は

な
い
の
か
、

お
尋
ね
し

ま
す
。

町
長　

以
前

に
は
、
町
か

ら
お
願
い
を

し
て
、
ア
ン

テ
ナ
の
柱
を

立
て
て
も

ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近

で
は
、
維
持

管
理
の
面
で

採
算
に
合
わ

な
い
と
の
こ

と
で
、
進
出

が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
が
、
企
業
さ
ん
に

対
し
て
の
要
望
は
、
ひ
き

つ
づ
き
続
け
ま
す
。

再
々
質
問　

山
間
地
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
旧
町

内
で
も「
入
り
に
く
い
よ
」

と
い
う
よ
う
な
話
も
聞
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

諦
め
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
再
度
、
町
と

し
て
強
く
働
き
か
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
、
お
願
い

し
ま
す
。

町
長　

以
前
の
よ
う
に
町

で
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
維

持
管
理
を
通
信
会
社
に
お

願
い
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
か
な
わ
な
く
な
っ
た

の
で
町
と
し
て
は
、
町
村

会
や
、
い
ろ
ん
な
場
を
通

じ
て
県
や
国
に
対
し
、
補

助
制
度
の
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
よ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

補助制度の要望をしていきたい

携帯電話 難聴地域の解消を生活

携帯電話の中継アンテナ

Wi-Fi　無線ルーターの設置例
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質
問　

学
童
の
通
学
の
安

全
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

　

運
転
者
の
中
に
は
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
い
う
も

の
の
存
在
や
そ
の
果
た
す

意
味
合
い
を
知
ら
な
い
人

が
結
構
い
る
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
す
。
私
の
家
内
に

聞
く
と
「
そ
れ　

何
よ
」

と
の
返
事
で
し
た
。
本
当

に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
前
、
災
害
復
旧
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
日

田
市
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
時
に
路
側
帯
を

カ
ラ
ー
で
舗
装
し
運
転
者

に
注
意
喚
起
を
促
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

道
幅
を
狭
く
感
じ
さ
せ
、

走
行
す
る
の
に
ス
ト
レ
ス

を
与
え
て
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
に
く
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
辺
市
の
湊
本
通
り
も

路
側
帯
に
色
ん
な
変
化
を

加
え
て
走
り
に
く
く
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
旧
上
富

田
南
部
線
の
会
津
小
学
校

の
前
に
は
外
側
線
の
外
に

グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ン
を
引

い
て
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を

明
示
し
て
い
ま
す
。「
こ

こ
を
走
る
の
は
気
を
つ
け

な
あ
か
ん
な
」
と
感
じ
ま

す
。

　

み
な
べ
で
も
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
を
明
確
に
表
示
し

て
、
そ
の
果
た
す
意
味
を

運
転
者
に
周
知
さ
せ
て
も

ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

で
し
ょ
う
か
。
広
報
や
南

部
幹
部
交
番
で
発
行
し
て

い
る
「
鹿
島
」
に
掲
載
し

て
も
ら
う
と
い
い
の
で
は
。

そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

建
設
課
が
担
当

し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

町
内
何
ヶ
所
か
に
お
い
て

既
に
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

を
意
味
す
る
線
を
引
く
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
道
片
町
線
（
岩
﨑
歯

科
医
院
か
ら
南
部
小
学
校

前
の
鳥
居
）
で
は
緑
の
枠

に
白
で
通
学
路
と
い
う
標

示
。町
道
谷
口
常
楽
線（
通

称
長
道
）
に
於
い
て
は
路

側
帯
の
ほ
う
に
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
よ
う
な
形
で
標

示
。
町
道
新
殿
開
線
（
バ

リ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
横
）
で

は
、
片
側
の
歩
道
の
部
分

を
グ
リ
ー
ン
に
塗
装
し
て
、

歩
道
と
し
て
認
識
す
る
よ

う
に
標
示
（
10
月
11
日
現

在
工
事
中
）

　

子
供
た
ち
の
安
全
に
つ

い
て
は
交
通
指
導
・
見
守

り
隊
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
も

含
め
、
こ
う
し
た
形
で
の

緩
や
か
な
ハ
ー
ド
面
の
対

策
等
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

運
転
者
に
対
す

る
啓
蒙
に
つ
い
て
も
答
弁

を
お
願
い
し
ま
す

　

南
部
中
学
校
の
前
の
町

道
参
詣
線
（
小
学
校
前
の

鳥
居
～
玄
関
前
）、
岩
代

地
区
に
つ
い
て
も
町
道
登

田
線
ま
た
、
高
城
小
学
校
、

清
川
小
学
校
等
の
通
学
路

の
安
全
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ

ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
会
の
総
務
文
教
委
員

会
で
各
小
学
校
の
通
学
路

の
点
検
等
を
行
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長　

ま
ず
、
運
転

者
、
ま
た
自
動
車
を
運
転

す
る
方
々
の
啓
発
も
大
事

だ
よ
と
い
う
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
い
う
形
で
啓

発
を
し
て
い
く
か
と
い
う

事
は
ま
た
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

の
広
報
誌
等
に
登
下
校
安

全
に
つ
い
て
、「
道
路
に

こ
う
い
う
風
に
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
塗
装
し
た
よ
。」

と
い
う
事
で
、
こ
れ
は
こ

う
い
う
た
め
だ
と
い
う
事

を
し
っ
か
り
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
の
色
ん
な
危
険

個
所
に
つ
き
ま
し
て
は

我
々
も
調
査
を
し
て
い
ま

す
。
今
、
通
学
路
を
点
検

す
る
交
通
安
全
対
策
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
順

次
見
直
し
て
い
い
も
の
に

仕
上
げ
て
安
全
な
登
下
校

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
我
々
の
調
査

以
外
に
も
い
ろ
ん
な
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
い
た
だ

い
て
、
今
後
と
も
安
全
な

登
下
校
の
支
援
の
た
め
に

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

道路標示等対策計画中

学童の通学の安全について通学

井
い

口
ぐち

雅
まさ

裕
ひろ

議員

完成したグリーンベルト（バリューハウス横） 着工予定の通称「長道」
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原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員

情報を収集し各学校に指導していきたい

中学校運動部活動
　　　（社会体育）について

教育

­

質
問　

町
内
の
中
学
生
の

数
は
年
々
減
少
し
、
学
校

で
は
部
活
の
数
も
少
な
く
、

部
活
の
選
択
は
限
ら
れ
ま

す
。
や
り
た
い
部
活
が
無

い
。
以
前
あ
っ
た
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

状
況
で
す
。　

　

本
町
で
は
、
小
学
生
か

ら
入
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
陸

上
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、

少
林
寺
拳
法
、
空
手
、
よ

さ
こ
い
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
。
本
町
の
HP
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
中
学
校
に
入
学

す
る
と
、
そ
の
部
活
が
無

く
断
念
す
る
、
も
し
く
は

学
校
部
活
と
学
校
以
外
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
社
会
体

育
）
の
両
立
を
続
け
る
生

徒
が
い
ま
す
。
両
立
し
続

け
る
こ
と
は
大
変
な
苦
労

に
な
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
社
会
体
育
を
、

学
校
部
活
と
同
じ
よ
う
に

評
価
し
て
い
ま
す
か
。
ま

た
近
隣
の
自
治
体
で
は
、

学
校
内
に
社
会
体
育
部
を

設
け
、
社
会
体
育
を
学
校

部
活
と
し
て
認
め
る
中
学

校
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

本
町
も
導
入
し
て
は
。

町
長　

生
徒
た
ち
の
活
躍

に
よ
る
全
国
大
会
や
世
界

大
会
の
出
場
時
に
は
、
表

敬
訪
問
に
来
て
く
だ
さ
り
、

町
と
し
て
も
応
援
し
て
い

ま
す
。
町
の
体
育
協
会
と

文
化
協
会
か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
賞
、
文
化
賞
等
の
表
彰

を
し
て
活
躍
に
対
し
評
価

を
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

ま
ず
、
部
活
動

は
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
教
育
課
程
と
の
関
連
を

持
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
同

士
が
協
力
し
友
情
を
深
め

る
人
間
関
係
の
形
成
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
持
久
性
を
持
ち

長
期
的
に
運
営
す
る
体
制

も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
地
域
の
協
力
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
社

会
教
育
関
係
等
の
各
種
団

体
の
連
携
も
含
み
、
部
活

動
の
工
夫
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
社
会
体
育
部
を

中
学
校
に
創
設
し
、
受
け

皿
を
つ
く
る
時
期
が
来
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

た
だ
、
学
校
現
場
と
し
て

は
行
事
日
程
や
、
他
の
部

活
動
の
具
体
的
な
調
整
な

ど
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

近
隣
の
学
校
で
取
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
、
部

活
動
の
指
導
力
の
向
上
も

含
め
、
情
報
を
収
集
す
る

よ
う
各
学
校
に
指
導
し
て

い
き
た
い
。

と
学
校
教
育
と
の
関
係
を

見
定
め
て
い
き
た
い
。

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
は
、

子
ど
も
た
ち
の
利
用
が
多

く
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
学

校
に
な
い
ク
ラ
ブ
活
動
を

支
援
し
、
素
晴
ら
し
い
能

力
を
開
花
さ
せ
る
た
め
に

も
情
報
収
集
し
応
援
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
生

徒
の
活
動
実
績
を
総
合
的

に
判
断
し
、
指
導
要
録
等

へ
記
載
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
へ
の
調
査
書
等
に
も

記
載
し
評
価
を
し
て
い
ま

す
。

再
質
問　

今
後
、
先
生
の

負
担
や
、
多
種
多
様
な
競

技
志
向
の
専
門
指
導
を
考

え
る
と
、
社
会
体
育
を
認

め
て
い
く
こ
と
が
良
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
本
町

に
本
格
的
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

施
設
が
あ
り
ま
す
。
社
会

体
育
を
学
校
部
活
と
認
め
、

地
元
選
手
の
育
成
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

多
種
多
様
の
運

動
部
の
部
活
は
、
い
つ
ま

で
も
学
校
教
育
の
中
で
は

無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
庁
に
お
い
て
、
運
動
部

活
の
在
り
方
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
活

清川地区にあるボルダリング施設
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質
問　

町
長
は
、
3
月
議

会
で
津
波
対
応
の
職
員
訓

練
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ど
ん
な
内
容
で
、

町
一
斉
訓
練
の
11
月
5
日

に
実
施
す
る
予
定
で
し
ょ

う
か
。
一
方
、
今
回
は
南

部
小
・
中
学
校
の
2
校
が

地
域
と
一
緒
に
訓
練
し
ま

す
。
両
校
生
徒
職
員
、
地

域
も
あ
わ
せ
て
８
０
０
名

ほ
ど
の
人
々
が
参
加
し
ま

す
。

　

職
員
訓
練
、
学
校
地
域

一
体
訓
練
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
目
的
意
識
の
も

と
、
ど
の
よ
う
に
と
り
く

む
の
か
、
内
容
、
規
模
、

緊
急
事
態
の
想
定
等
、
具

体
的
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。

町
長　

訓
練
で
は
、
筋
・

徳
蔵
地
区
か
ら
八
町
田
付

近
ま
で
の
津
波
浸
水
を
想

定
し
、
配
備
体
制
2
号
に

準
じ
職
員
１
０
６
名
が
参

加
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
本
部
設
営
、
想
定
課
題

へ
の
対
応
を
行
う
予
定
で
、

で
き
れ
ば
一
斉
訓
練
の
際

行
い
た
い
。
町
民
の
一
斉

訓
練
で
は
地
域
で
の
協
力

体
制
、
自
分
の
す
べ
き
こ

と
を
理
解
す
る
と
い
っ
た

こ
と
が
、
今
回
の
目
的
と

な
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

教
育
長　

訓
練
で
は
、
生

徒
は
多
少
混
乱
に
直
面
す

る
か
と
思
わ
れ
、
そ
こ
で

ど
う
行
動
す
る
か
、
ま
た

避
難
困
難
者
へ
の
支
援
な

ど
、
自
ら
体
験
す
る
い
い

機
会
だ
。
訓
練
後
、
結
果

を
検
証
し
子
ど
も
の
気
づ

き
を
取
り
上
げ
、
今
後
に

活
か
し
た
い
。

再
質
問　

８
０
０
名
の
方

々
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

子
ど
も
た
ち
の
訓
練
か
ら

案
外
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。小
・

中
学
校
、
地
域
の
三
者
の

棲
み
分
け
を
予
め
指
示
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
。
な
お
、

医
王
寺
へ
の
道
は
、
早
急

に
改
善
す
べ
き
で
あ
り
、

町
に
あ
っ
て
は
こ
の
道
が

あ
く
ま
で
「
仮
の
道
」
と

の
認
識
で
臨
ま
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長　

三
者
の
配
置
に
つ

い
て
は
関
係
者
と
相
談
し

事
前
に
決
め
た
い
。
ま
た
、

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
保
険
料
の
基
準

に
は
医
療
費
と
所
得
が
関

係
し
て
い
る
が
、
医
療
費

が
県
内
市
町
村
間
で
格
差

が
大
き
く
、
こ
れ
ら
を
縮

小
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
激
変
緩

和
と
い
う
観
点
か
ら
も
10

年
程
度
を
か
け
な
が
ら
整

備
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

積
み
立
て
た
基
金
に
つ

い
て
は
自
主
的
に
使
え
る

だ
ろ
う
と
考
え
る
が
、
今

後
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
県
の
考
え
方
が
決
ま

り
次
第
、
み
な
さ
ま
に
お

伝
え
し
た
い
。

向
性
な
ど
、
改
め
て
ご
説

明
い
た
だ
け
れ
ば
。

町
長　

県
で
は
、
今
も
っ

て
細
か
い
詰
め
が
進
ん
で

い
な
い
。
方
向
と
し
て
は
、

来
年
度
の
保
険
料
統
一
と

医
王
寺
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

今
年
度
予
算
で
頂
上
付
近

の
用
地
購
入
を
予
定
し
て

お
り
、
早
急
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

質
問　

来
年
度
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
の
運
営
が
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移

行
し
ま
す
が
、
町
長
は
3

月
に
「
保
険
税
率
が
2
倍

か
ら
3
倍
に
な
る
と
い
う

試
算
も
」
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
間
で
は
、

こ
の
保
険
料
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
制
度
改
正
が

み
な
べ
町
に
ど
ん
な
影
響

を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
保
険
料
以
外
に

も
、
町
独
自
の
運
営
に
よ

り
積
み
上
が
っ
た
1
億
5

千
万
円
の
基
金
が
ど
う
な

る
か
等
、
様
々
な
課
題
が

あ
る
中
、
県
の
動
向
、
方

できれば職員訓練を11月5日にしたい

津波対応訓練の
　　　方針や内容について

防災
玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

議員

　
　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正

に
よ
る
影
響
や
課
題
に
つ
い
て

　
当
面
大
き
な
変
更
は
な
い
だ
ろ
う

保
健
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質
問　

数
年
前
に
避
難
路

を
選
定
す
る
に
当
た
り
、

短
時
間
に
多
く
の
人
が
押

し
寄
せ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
町
道
寺

峰
線
を
避
難
路
と
し
ま
し

た
。

　

た
だ
、
そ
の
当
時
か
ら

Ｊ
Ｒ
の
線
路
の
下
を
く

ぐ
っ
て
行
く
こ
と
か
ら
、

十
分
な
道
幅
が
な
い
こ
と

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
大
雨
が
降
れ
ば
大
き

な
石
が
転
が
り
落
ち
、
谷

側
に
至
っ
て
は
、
土
砂
の

流
失
に
よ
り
道
の
下
が
空

洞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
避
難
路
は
、
埴

田
、
片
町
、
新
町
の
住
民

が
、
平
日
で
あ
れ
ば
、
幼

稚
園
・
小
学
生
・
中
学
生

が
避
難
し
て
く
る
場
所
で

す
。
崖
崩
れ
、
道
の
崩
落

が
あ
れ
ば
た
ど
り
着
け
ま

せ
ん
。
避
難
路
は
被
災
し

て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

　

今
は
、
準
避
難
困
難
地

域
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
実
施
計
画
に
入
っ
て

い
る
新
し
い
避
難
場
所
と
、

新
設
案
の
あ
る
避
難
道
路

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
頂

き
た
い
。

町
長　
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を
く

ぐ
る
所
は
、
避
難
に
支
障

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

現
状
の
避
難
ル
ー
ト
で

は
対
策
に
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
避
難
路

と
し
て
道
路
整
備
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。­­­­­­­­­­­­­­­­

　

現
段
階
で
は
避
難
場
所

の
確
保
を
目
的
に
、
当
初

予
算
に
医
王
寺
地
区
内
の

用
地
の
購
入
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
避
難
路
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
町
道
整

備
の
事
業
か
、
防
災
関
係

の
補
助
事
業
か
、
国
の
補

助
金
で
実
施
す
る
の
か
検

討
し
て
い
ま
す
。­­­­­­­­­­­

　

東
吉
田
の
防
災
整
備
事

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
と
考

え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
事
業
費
の
割

り
当
て
が
非
常
に
少
な
い

た
め
、
一
気
に
は
進
み
ま

せ
ん
。

　

早
け
れ
ば
新
年
度
予
算

で
計
画
設
計
の
予
算
化
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す

が
、
県
で
は
大
規
模
災
害

後
の
事
前
復
興
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
医
王
寺
と

助
金
が
つ
く
、
つ
か
な
い

で
は
な
く
、
単
独
で
も
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

工
事
に
関
し
て
は
、
ど

う
い
う
事
業
を
持
っ
て
く

る
か
、
予
算
が
な
く
て
も

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
や
っ
て
行
く
事
業

の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
手
法
を
考

え
な
が
ら
、
資
金
繰
り
を

考
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
概

略
設
計
を
し
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。
実
施
計
画
に

な
っ
て
、
住
民
の
命
を
守

る
た
め
に
は
単
独
で
や
る

か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

財
政
面
に
つ
い
て
は
執
行

部
に
お
任
せ
い
た
だ
い
て
、

皆
様
方
に
は
、
事
業
の
着

手
着
工
に
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
拠
点
を
結
ぶ
構
想
も
、

こ
の
計
画
に
盛
り
込
め
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

予
算
が
つ
け
ば
、
す
ぐ

工
事
に
か
か
れ
る
準
備
は

し
て
お
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
質
問　

い
ま
の
答
弁
で

は
、
補
助
金
が
つ
か
な
け

れ
ば
新
年
度
予
算
に
は
上

げ
な
い
よ
と
聞
こ
え
た
の

で
す
が
。
元
々
け
も
の
道

で
あ
っ
た
所
を
農
家
の
方

が
手
作
業
で
広
げ
て
行
っ

て
、
農
道
に
な
り
、
交
付

税
の
関
係
か
ら
町
道
に

な
っ
た
所
で
す
。
水
路
も

な
く
、
雨
が
降
れ
ば
水
は

下
に
流
れ
、
も
っ
と
降
れ

ば
谷
の
方
に
流
れ
て
道
の

下
が
え
ぐ
ら
れ
る
。
そ
の

繰
り
返
し
で
、
今
ま
で
過

ぎ
て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
で
、
ぜ
ひ
予
算

化
し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
概

略
設
計
、
準
備
段
階
の
予

算
を
考
え
て
い
ま
す
。
補

谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

議員

予算がなくてもやらなければ
　　　　　　　　ならないものはやる

より安全な避難道路の早期完成を防災

町道寺峰線

避難路に通じるJR 下のトンネル
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司書が配置されていない中学校図書室

上南部中学校　音楽室

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

議員

質
問　

教
育
問
題
と
し
て

学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

①
学
校
図
書
館
図
書
の

標
準
到
達
は
み
な
べ
町
内

の
小
、
中
学
校
で
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
蔵
書
状
況
は
。

　

②
発
達
に
応
じ
た
新
聞

複
数
紙
の
配
備
の
実
情
と

取
り
組
み
は
。

　

③
現
在
の
学
校
司
書
の

配
置
と
、
配
置
に
よ
る
学

校
図
書
や
子
ど
も
た
ち
の

変
化
は
。

教
育
長　

①
図
書
館
図
書

は
中
学
校
の
1
校
を
除
い

て
各
校
、
標
準
数
に
到
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
図
書
の
買
い
替
え
や

古
い
図
書
の
整
理
を
進
め

て
こ
れ
か
ら
も
環
境
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

②
小
学
校
の
図
書
館
に

は
、
こ
ど
も
新
聞
や
、
学

校
司
書
に
よ
る
新
聞
と
触

れ
合
う
環
境
づ
く
り
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
高
学
年
や
中
学
校
全

ク
ラ
ス
に
ご
厚
意
で
1
社

か
ら
の
新
聞
配
送
が
あ
り

ま
す
。

　

③
27
年
度
に
上
南
部
小

学
校
を
拠
点
に
1
名
、
28

年
度
に
南
部
小
学
校
を
拠

点
に
1
名
。
勤
務
実
態
は
、

週
4
、
5
日
と
1
日
の
違

い
で
す
が
2
校
で
司
書
活

動
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
の
貸
し
出
し
が
2

倍
3
倍
と
増
え
た
こ
と
、

図
書
の
整
理
、
児
童
の
図

書
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
し
、
図
書
館
が
明
る

く
な
り
子
ど
も
た
ち
が
休

憩
時
に
も
集
ま
っ
て
く
る

習
慣
が
で
き
つ
つ
あ
る
変

化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
は
、
ま
だ
学

町
長　

延
命
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
毎
年
、各
小
・

中
学
校
を
ま
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
の
夏
、
現
場

を
見
て
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
実
感
し
て
お
り

早
急
に
対
処
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長　

今
あ
る
古
い
校

舎
で
子
供
た
ち
が
安
全
に

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

な
学
校
の
安
全
性
を
高
め

て
、
傾
注
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

学
校
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
は
も
う
で
き
て

い
ま
す
か
。

教
育
長　

多
額
の
予
算
を

か
け
構
造
体
そ
の
も
の
の

耐
震
化
は
１
０
０
％
完
了

し
て
い
ま
す
。
非
構
造
部

材
（
天
井
・
照
明
器
具
・

設
備
機
器
・
窓
ガ
ラ
ス
・

家
具
な
ど
）
に
つ
い
て
も

平
成
２６
、
２７
年
と
屋
内
運

動
場
の
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
を
進
め
て
１
０
０
％

完
了
し
て
い
ま
す
。
日
常

的
な
非
構
造
部
材
の
点
検

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

上
南
部
中
学
校

３
階
、
音
楽
室
の
床
の
揺

れ
に
対
し
て
早
急
に
対
処

す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す

が
。
ま
た
、
古
い
校
舎
こ

そ
も
っ
と
安
全
性
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
で
は
。

校
司
書
の
配
置
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

再
質
問　

平
成
27
年
6
月

に
選
挙
権
年
齢
の
18
歳
以

上
へ
引
き
下
げ
に
伴
い
、

中
学
校
に
は
複
数
の
新
聞

を
配
備
す
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
流
れ

を
中
学
校
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
に
学
校
司
書
を
中

学
校
に
配
置
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

小
、
中
学
校
で

の
そ
う
し
た
複
数
の
新
聞

を
読
み
比
べ
る
と
い
う
こ

と
は
、
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
徐
々
に
そ
う
し

た
新
聞
の
配
備
に
つ
い
て

も
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
で

学
び
、
力
を
つ
け
て
中
学

校
へ
進
む
。
本
に
親
し
む

こ
と
が
習
慣
と
な
り
そ
の

受
け
皿
と
な
る
中
学
校
の

図
書
環
境
の
充
実
は
今
後

と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

中
学
校
の
学
校
司
書
の

配
置
も
前
向
き
に
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

学校の図書環境の充実は、今後とも必要

学校図書の充実について教育

　
　
学
校
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
に
つ
い
て

　
学
校
の
安
全
性
を
高
め
て
傾
注
し
て
い
く

教
育

P15

9月定例会・一般質問



みなべ町議会だより　第49号　平成29年11月

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
仮
設
住
宅
は
ど
こ

に
？
被
災
者
の
移
転
先

は
？
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
る
な
か
、
大
木
さ
ん
、

越
本
さ
ん
を
は
じ
め
、
研

修
を
受
け
た
職
員
の
皆
さ

ん
が
知
恵
を
出
し
あ
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
も
職
員
と

と
も
に
安
全
安
心
な
町
づ

く
り
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

大
木
さ
ん
が
赴
任
さ
れ

た
時
は
、
宅
地
の
造
成
が

ほ
ぼ
終
わ
り
、
そ
こ
に
通

じ
る
幹
線
道
路
の
整
備
を

主
に
お
こ
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

町
道
大
戸
浜
富
倉
線
は
、

震
災
時
に
遮
断
機
が
下
り

た
ま
ま
で
、
避
難
の
妨
げ

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
踏

み
切
り
を
な
く
し
て
立
体

交
差
に
。

　

雁
小
屋
南
線
は
、
集
団

移
転
先
と
病
院
を
結
ぶ
道

路
と
し
て
新
た
に
作
ら
れ

ま
し
た
。

　

震
災
当
時
は
復
興
計
画

に
協
力
的
で
あ
っ
た
人
達

も
、
時
間
の
経
過
や
整

備
事
業
の
進
展
と
と
も

に
「
ど
う
し
て
あ
の
人
達

だ
け
が
優
遇
さ
れ
る
の

か
？
」
な
ど
の
感
情
の
行

き
違
い
が
生
ま
れ
て
来
た

そ
う
で
す
。

　

平
成
25
年
に
新
地
町
と

災
害
時
の
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
27
年
度
か
ら
は
毎
年

若
手
の
職
員
を
数
名
程
度
、

新
地
町
を
中
心
に
研
修
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
み
な
べ
町
で

も
、
津
波
災
害
復
興
計
画

の
事
前
策
定
作
業
に
取
り

・
地
形
が
な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
で
、

所
々
に
小
高
い
丘

が
点
在
す
る
地
形

で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

震
災
当
時
２
６

６
０
世
帯
中
、
津
波
で
４

６
７
世
帯
、
地
震
で
７
世

帯
が
全
壊
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
の
利
を
生

か
し
、
復
興
住
宅
の
建
設

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重

視
し
、
地
区
ご
と
の
集

団
移
転
が
で
き
た
こ
と

が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
か
さ
ね
区
画
設

計
を
行
っ
た
結
果
、

７
団
地
１
５
７
区

画
が
ほ
ぼ
契
約
済

み
で
、
町
営
住
宅

も
１
２
９
戸
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
木
さ
ん
は
、
5
年
前

に
新
地
町
に
出
向
さ
れ
て

い
た
越
本
さ
ん
と
交
代
す

る
形
で
、
2
年
半
の
間
、

福
島
県
新
地
町
復
興
推
進

課
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
新
地
町
は
人
口
約
８

千
人
で
、
面
積
は
み
な
べ

町
の
１
／
３
程
度
で
コ
ン

パ
ク
ト
な
町
で
す
。

　

震
災
か
ら
６
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
被
災
地
の

中
で
は
最
も
復
興
が
進
ん

で
い
る
町
で
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は

・
市
町
村
合
併
を
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と­

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で

あ
っ
た
こ
と

総務文教常任委員会　活動報告
7月20日に東日本大震災の復興のために福島県新地町へ出向され、3月末
をもって帰ってこられました産業課の大木正規さんのお話をお聞きしま
した。

お
か
え
り
な
さ
い　

大
木
さ
ん

　

福
島
県・新
地
町
で
の
２
年
半
の
出
向
を
終
え
て

立体交差になった「大富希望の橋」

産業課 大木正規さん

造成が完了した大戸浜団地

復興推進課の皆さんに見送られて
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時
の
二
次
災
害
等
の
危
険

も
考
慮
し
、
老
朽
化
対
策

と
し
て
撤
去
事
業
を
平
成

30
年
度
採
択
希
望
と
し
て

県
に
要
望
す
る
と
の
説
明

で
し
た
。

　

西
本
庄
地
区
の
国
道
の

五
味
の
カ
ー
ブ
は
、
大
変

急
で
危
険
で
あ
る
の
は
一

目
瞭
然
で
す
。
す
ぐ
近
く

の
四
郎
橋
も
幅
員
が
狭
く

危
険
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も

県
に
要
望
し
て
い
る
が
、

整
備
の
優
先
順
位
は
低
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
違
う
考
え
方
で
新
た
に

要
望
を
し
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

嶋
之
瀬
ダ
ム
に
つ
い
て

は
、
清
川
地
区
の
豪
雨
災

害
で
崩
れ
落
ち
た
土
砂
が

流
れ
出
し
、
ダ
ム
上
流
は

土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。
南
紀
用
水
の

職
員
よ
り
、
1０
年
後
を
目

途
に
ダ
ム
の
上
流
側
の
半

分
近
く
の
土
砂
を
取
り
除

く
よ
う
に
計
画
を
立
て
て

い
き
た
い
と
報
告
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

み
な
べ
新
橋
（
山
内
）

か
ら
の
延
長
計
画
に
つ
い

て
は
県
に
事
業
申
請
中
で
、

国
へ
の
申
請
は
平
成
30
年

度
採
択
を
目
指
し
進
め
て

い
る
。

高
城
の
道
路
工
事
が
先
に

あ
り
、
要
望
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

ま
ず
５
０
０
ｍ
を
直
線
に

延
長
し
て
い
く
計
画
だ
そ

う
で
す
。
用
地
の
買
収
に

つ
い
て
は
事
業
認
定
を
受

け
測
量
設
計
を
し
て
か
ら
、

地
権
者
と
相
談
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

　

旧
西
本
庄
橋
は
、
ひ
と

目
で
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、

老
朽
化
が
激
し
く
な
り
平

成
23
年
か
ら
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
洪
水

産業建設常任委員会　活動報告
7月25日に5月定例会で3議員が一般質問しました、みなべ新橋からの道路
延長、旧西本庄橋の対策、西本庄五味地区の国道424号の道路状況と、嶋之
瀬ダムの土砂堆積状況を視察

議員発議　賛成多数で採択（P2参照）

「全国森林環境税」の創設に関する意見書（要約）
　地球温暖化対策については、２０２０年度及び２０２０年以降の温室効果ガス削減目標が国際的に約束され
ているが、そのためには森林吸収源対策の推進が不可欠である。森林が多く所在する山村地域の市町村は、森
林吸収源対策及び担い手の育成等山村対策に取り組むための恒久的・安定的な財源が大幅に不足している。
　政府・与党は「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の
枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創
設に向けて、地方公共団体の意見も踏まえながら、具体的な仕組み等について総合的に検討し、平成３０年度
税制改正において結論を得る」との方針を示したところである。
森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取組みは、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や
地方創生等にもつながるものであり、財源の強化は喫緊の課題である。
　よって、下記の制度創設について実現を強く求めるものである。

記
　平成２９年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源に充てる
ため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本
とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成３０年度税制改正において結論を得る」と明記されたこ
とから、森林・林業・山村対策の抜本的強化をはかるための「全国森林環境税」の早期導入を強く求める。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２９年　９月２０日　　　　　　　　　　　　　
和歌山県日高郡　　　　　　　　　
みなべ町議会議長　竹­本　栄­次

（提出先）
内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・農林水産大臣・環境大臣・経済産業大臣・衆議院議長・参議院議長
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「
ま
さ
か
」と
口
に
し
ま
す
。

　

熊
本
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
、
御
船
町
役
場
で
も
、

「
ま
さ
か
熊
本
で
地
震
が
」

　
「
ま
さ
か
本
震
が
後
か

ら
起
こ
る
と
は
」
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。

　

想
定
外
の
出
来
事
に
対

応
す
る
た
め
に
個
々
の
ま

さ
か
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

お
く
べ
き
と
答
え
て
い
ま

す
。

め
の
「
○
○
町
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
～
こ
の
よ
う
な
準

備
を
し
て
お
く
と
よ
い
」

と
、
情
報
提
供
、
避
難
所
、

被
災
者
支
援
、
被
害
認
定

調
査　

通
常
業
務
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
準
備
し
て
く
れ
て

い
た
の
に
も
感
心
し
ま
し

た
。

　

質
疑
応
答
の
中
で
は
、

防
災
行
政
無
線
が
な
か
っ

た
た
め
、
人
命
救
助
、
救

出
等
に
つ
い
て
は
地
域
の

方
々
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ

た
事
、
き
ち
ん
と
し
た
連

絡
方
法
が
な
く
連
携
が
図

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
農

業
用
水
の
九
十
九
ト
ン
ネ

ル
の
復
旧
、
上
野
地
区
の

農
地
災
害
復
旧
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
、
圃
場
の
区

画
整
備
は
、
相
続
や
登
記

の
問
題
で
進
め
ら
れ
ず
、

離
農
者
が
３
分
の
１
に
及

ぶ
と
の
事
で
す
。
蒲
島
郁

夫
知
事
の
掲
げ
る
「
創
造

的
復
興
」
で
は
復
興
格

差
が
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　

被
災
経
験
の
あ
る

御
船
町
議
会
が
７
月

に
発
生
し
た
九
州
北

部
豪
雨
災
害
へ
見
舞

い
に
行
か
れ
た
と
い

う
事
を
聞
く
と
、
さ

す
が
「
恩
回
し
」
が

普
及
し
て
い
る
の
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

役
場
で
の
研
修
に

併
せ
、
震
災
の
爪
痕
で
あ

る
阿
蘇
大
橋
の
落
橋
、
国

道
の
幅
２
０
０
ｍ
長
さ
７

０
０
ｍ
に
及
ぶ
崩
落
現
場
、

カ
ル
デ
ラ
内
に
は
存
在
し

な
い
と
い
わ
れ
る
断
層
の

陥
没
状
況
等
も
視
察
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
…
時
間

が
限
ら
れ
て
お
り
心
残
り

で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
き
ら
り
紀
州

人
で
、
紀
州
梅
の
郷
救
助

隊
の
隊
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
被
災
地
で
学

ん
だ
こ
と
、
活
か
し
た
い

教
訓
は
」
と
い
う
問
い
に
、

被
災
地
の
人
に
聞
く
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
震
体
感
装
置
で
の
体

験　

煙
発
生
装
置
で
の
避

難
訓
練
や
液
状
化
の
起
こ

り
方
を
学
ぼ
う
の
冊
子
や

実
験
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

　

翌
日
、
大
き
く
被
災
し
、

一
部
し
か
解
放
さ
れ
て
い

な
い
熊
本
城
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

水
前
寺
公
園
で
は
池
の

水
が
干
上
っ
た
こ
と
や
神

水
が
近
所
の
人
の
命
水
に

な
っ
た
と
い
う
事
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

御
船
町
で
の
研
修
で
は

震
災
の
状
況
と
復
興
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
事
前

に
通
告
し
て
い
た
質
問
に

対
し
素
晴
ら
し
い
回
答
を

い
た
だ
き
も
の
す
ご
く
分

か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

御
船
町
か
ら
の
熊
本
地

震
対
応
を
踏
ま
え
た
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る
た

　

今
回
の
研
修
は
、
日
本

の
鉄
道
マ
ン
の
能
力
を
結

集
し
て
脱
線
復
旧
作
業
が

行
わ
れ
た
九
州
新
幹
線
を

利
用
し
て
の
行
程
で
し
た
。

　

熊
本
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
で
は
ジ
オ
ラ
マ
で
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
南
阿

蘇
村
の
長
陽
大
橋
が
復
旧

開
通
に
な
る
こ
と
、
北
野

地
区
の
上
水
道
が
復
旧
さ

れ
た
こ
と
、
益
城
町
の
学

校
の
避
難
所
の
運
営
の
例

　
（
校
長
が
総
理
に
な
り

各
大
臣
を
設
け
て
運
営
し

た
）
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の

情
報
収
集
能
力
に
は
感
心

まちづくり政策調査特別委員会 視察研修報告
７月２９日～８月２日
熊本県御船町（震災＆復興状況）、宮崎県高千穂町（世界農業遺産）を視察

熊
本
地
震
関
連
視
察（
震
災
＆
復
興
状
況
）

熊
本
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
、熊
本
城
、御
船
町

熊本広域防災センターでの研修

御船町役場での研修

P18



みなべ町議会だより　第49号　平成29年11月

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
経

験
を
基
に
、
生
徒
が
自
己

と
地
域
の
将
来
像
を
描
く
。

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
」
等
の
21
世
紀
型
能

力
を
育
成
し
、
生
徒
の
進

路
実
現
に
貢
献
す
る
。
高

千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
に

お
け
る
世
界
農
業
遺
産
の

認
知
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
、「
私

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
先
人

が
培
っ
て
き
た
、
変
え
て

は
い
け
な
い
モ
ノ
を
あ
た

り
ま
え
に
遺
産
と
し
て
未

来
に
つ
な
い
で
い
く
責
任

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

に
て
5
町
村
担
当
が
各
々

発
信
し
て
い
ま
す
。

○
認
定
を
契
機
に

　

交
流
人
口
（
観
光
客
）

の
増
加
を
目
指
し
、
農
業

体
験
の
メ
ニ
ュ
ー
の
顕
在

化
・
整
備
・
開
発
、
民
泊

推
進
、
語
り
部
の
養
成
に

注
力
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

○
農
家
の
意
識
は
？

　

認
定
後
は
視
察
や
交
流

人
口
が
増
え
た
と
の
実
感

が
あ
り
、
商
品
化
へ
の
積

極
性
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

農
業
を
止
め
よ
う
と

思
っ
て
い
た
方
が
、
来
町

者
の
多
さ
や
反
響
の
大
き

さ
に
、
こ
れ
ま
で
自
分
た

ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
の

価
値
に
自
信
を
持
ち
、
も

う
少
し
続
け
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

○
後
継
者
問
題
の
取
組
み
は
？

　

担
い
手
の
育
成
、
人
口

流
出
の
歯
止
め
、
U
タ
ー

ン
政
策
を
考
え
て
い
る
。

　

小
、
中
、
高
と
大
学
が

連
携
し
、
地
域
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
実
施
。

　

明
確
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

若
年
層
に
絞
っ
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

・
小
学
生
に
も
分
か
る
マ

ン
ガ
冊
子
、
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
の
作
成

・
宮
崎
大
学
と
高
千
穂
高

校
と
の
連
携
協
定

大
学
生
と
高
校
生
間
の

交
流
。
地
域
に
自
信
と

誇
り
を
持
て
る
人
財
育

成
、
地
域
の
価
値
を
学

術
的
に
明
ら
か
に
。

・
世
界
農
業
遺
産
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム

高
千
穂
高
校
生
が
、
現

地
学
習
を
含
め
5
回
の

講
義
を
実
施
。

・
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー

地
域
の
魅
力
と
課
題
を

生
徒
自
身
が
発
見
、
発

信
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

○
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
大
き
な
要
因
は
？

　

一
番
大
き
な
要
因
は

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
結
束
力
！
」
と
の
こ
と
。

夜
通
し
舞
う
神
楽
を
女
性

も
食
事
を
作
っ
て
支
え
る

な
ど
、
伝
統
文
化
を
支
え

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
し
っ
か
り
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
の

力
と
し
て
、
先
人
た
ち
の

努
力
の
賜
物
で
あ
る
総
延

長
５
０
０
㎞
の
用
水
路
を

維
持
で
き
て
い
る
と
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
運
営
に
つ
い
て
は
？

　

全
て
の
取
り
組
み
を
県

と
5
町
村
で
企
画
し
、
推

進
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
（
宮
崎
大

学
、
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
な
ど
）

　

情
報
発
信
の
中

で
、
公
式
HP
は
協
議

会
事
務
局
が
管
理

し
、
重
要
情
報
を

掲
載
。
タ
イ
ム
リ
ー

な
発
信
は
公
式
FB

し
ま
し
た
。

　

高
千
穂
・
椎
葉
山
地
域

は
、
高
千
穂
町
、
日
之
影

町
、
五
ヶ
瀬
町
、
諸
塚
村
、

椎
葉
村
の
３
町
２
村
か
ら

構
成
さ
れ
、
険
し
い
山
々

に
囲
ま
れ
た
山
間
地
で
す
。

総
面
積
１
４
１
０
㎢
の
約

93
％
が
森
林
で
、
耕
地
は

約
3
％
と
農
業
に
は
厳
し

い
条
件
な
が
ら
、
棚
田
や

特
徴
的
な
農
業
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

8
月
2
日
に
本
町
と
同

じ
く
２
０
１
５
年
12
月
に

認
定
さ
れ
た
宮
崎
県
高
千

穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

高
千
穂
町
役
場
に
お
い

て
、
興
梠
副
町
長
、
財
政

課
総
合
政
策
室
の
甲
斐
室

長
、
田
崎
主
事
、
佐
藤
議

長
、
佐
藤
事
務
局
長
に
出

迎
え
て
い
た
だ
き
、
田
崎

主
事
か
ら
農
業
遺
産
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
意
見
交
換
を
い
た

世
界
農
業
遺
産
関
連
視
察

「
高
千
穂
郷・椎
葉
山
の
山
間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ
ム
」

棚田（高千穂町 栃又）

景観地（棚田）にある看板

高千穂・椎葉山の山間地農林業複合システム
◯伝統的農業文化
五穀豊穣を願う「神楽」、農作業に歌われてきた「刈
干切唄」「ひえつき節」

○焼畑農業
伐採と火入れを小規模にとどめ、作物栽培後に森
林に戻す、循環的なサイクル

○木材生産とモザイク林の形成
生産のための針葉樹林、シイタケ栽培の落葉広葉
樹、天然の常緑広葉樹

○500㎞の山腹用水路と1800ha の棚田
急傾斜の山肌を縫うように作られ、斜面を流れる
雨を受け止めるとともに山腹崩を防ぐ役割。日本
の棚田百選のうち 7か所存在。

○多様な伝統的農業
段々畑での茶栽培、釜炒り茶、肉用牛生産
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事務組合議会議員活動報告
●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 7 月 10 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　谷本議員
●田辺市周辺衛生施設組合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 7 月 21 日
　・場所　田辺市　清浄館
　・出席　原田議員、下村議員、天野議員
●和歌山県後期高齢者医療広域連合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 7 月 26 日
　・場所　ダイワロイネットホテル和歌山
　・出席　竹本議長
●公立紀南病院組合事業会　定例会
　・日時　平成 29 年 7 月 27 日
　・場所　紀南病院
　・出席　竹本議長、北谷副議長

●田辺周辺広域市町村圏組合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 8 月 8 日
　・場所　田辺市役所
　・出席　竹本議長、北谷副議長
●紀南環境広域施設組合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 8 月 9 日
　・場所　田辺市ごみ処理場
　・出席　竹本議長、北谷副議長
●日高広域消防事務組合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 8 月 30 日
　・場所　日高広域消防本部
　・出席　真造議員
●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　定例会
　・日時　平成 29 年 8 月 30 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　谷本議員

明
等
の
話
、
日
本
の
マ
ス

コ
ミ
の
あ
り
方
、
我
が
国

を
取
り
巻
く
問
題
や
北
朝

鮮
に
お
い
て
も
、
米
、
中
、

露
の
思
惑
が
入
り
乱
れ
混

乱
を
招
い
て
い
る
。
日
本

の
報
道
に
も
他
国
と
の
ず

れ
が
あ
り
、
一
部
分
だ
け

が
先
行
し
て
い
る
。
私
達

議
会
と
行
政
に
お
い
て
も
、

力
を
合
わ
せ
て
住
民
の
事

を
一
番
に
考
え
な
け
れ
ば

と
、
幅
広
い
問
題
な
ど
を

説
明
さ
れ
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会

広
報
研
修

　

9
月
２９
、
30
日
、
東
京

の
砂
防
会
館
で
全
国
町
村

議
会
の
広
報
研
修
が
あ
り
、

広
報
特
別
委
員
６
名
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

広
報
に
つ
い
て
一
番
大

事
な
こ
と
は
、
誰
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、
又
そ
の
内

容
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
解
り

や
す
く
簡
潔
に
掲
載
す
る
。

　

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
優
秀
作
品
に
お
い
て
、

注
目
す
べ
き
点
や
注
意
点

を
例
題
に
上
げ
な
が
ら
解

り
や
す
く
説
明
を
さ
れ
、

町
民
主
役
の
ペ
ー
ジ
や
議

会
だ
よ
り
が
よ
り
身
近
に

な
る
よ
う
工
夫
、
表
紙
に

つ
い
て
も
写
真
を
シ
リ
ー

ズ
化
、
そ
の
時
々
の
話
題

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る

等
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
研
修
で
学
ん

だ
ＱＲ
コ
ー
ド
を
一
般
質
問

ペ
ー
ジ
に
採
用
し
、
各
議

員
の
動
画
に
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

こ
と
を
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

県
町
村
議
会

全
議
員
研
修

　

8
月
4
日
、
か
つ
ら
ぎ

町
で
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
誕
生
後
に
激
変
す
る

世
界
と
中
国
と
北
朝
鮮
」

と
題
し
て
の
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
拓
殖
大
学
教
授

の
富
坂
聰
氏
に
よ
る
県
町

村
議
会
全
議
員
研
修
が
あ

り
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
出
な

い
隠
れ
た
各
国
々
の
思
惑
、

又
シ
リ
ア
の
軍
事
力
の
説

県
新
人
議
員
研
修

　

7
月
20
日
、
和
歌
山
市

で
「
地
方
議
会
の
役
割
と

権
限
」
と
題
し
て
の
新
議

員
の
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

議
事
調
査
部
・
皆
川
貴
史

氏
を
講
師
に
迎
え
て
の
講

演
が
あ
り
、
新
し
く
議
員

に
な
っ
た
時
に
最
初
に
手

渡
さ
れ
る
「
議
会
の
位
置

付
け
、
住
民
と
議
会
の
関

係
、
議
会
の
役
割
、
規
則

ｅ
ｔ
ｃ
．」
の
知
識
を
修

得
す
る
目
安
に
な
る
「
議

員
必
携
」
と
い
う
辞
書
的

書
物
を
作
成
さ
れ
て
い
る

皆
川
氏
の
講
演
は
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

　
「
議
員
と
首
長
は
と
も

に
住
民
の
選
挙
に
よ
っ
て

選
出
さ
れ
る
」
そ
の
責
任

を
再
確
認
し
、
研
修
し
た
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平成27年3月定例会
一般質問

農業・農家に対する支援策に
ついて、情報を一元管理する
専門職を役場に設けては

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

　支援策は町HPに掲載してお
り、窓口は町、JAなどで、町には専
門職は設けていませんが、各制度
に担当職員を配置していますの
でご相談ください。

平成25年3月定例会
一般質問

教育学習課産業課
歩道整備については、地区的
な問題もあり、実現していません
が、本年度、当面の対策としてグ
リーンベルト（緑色で路面を着
色）を路側帯に設置します。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。
あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。

追追跡調査

谷口・常楽線（長道）の
安全な通学路整備を

融資制度の違いで窓口が分か
れている。ワンストップ窓口を
設けることが良策かと思う。

この道の改良、歩道整備は合
併前からの課題。避難路を兼
ねた歩道整備になるかと思う。

議員の質問とその後の行方
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他市町出
身のご主人、奥様、ご夫婦の紹介コーナー

です

編
集
後
記

津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
も
完
成
間

近
に
な
り
、
又
、
小
山
田
防
災
広

場
の
関
連
工
事
も
着
工
し
、
防
災

対
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
り
の
犠
牲
者
も
だ
さ
な
い

よ
う
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
な
ど
、

行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

よ
り
一
層
の
防
災
意
識
を
高
め

安
心
安
全
で
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
議
員
一

同
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

永
井　

幸
喜

　清川の 2組のご夫婦が「キ
リン一番搾りの CM」に登
場されたのをご存知でしょう
か？
　これは高城・清川地区で結
成された「完熟梅部会」が
数年前よりキリンと完熟梅の
取引きしている縁で出演にな
ったそうです。　
　市販されている「完熟梅酒
まっこいシリーズ」
の原料にこの梅が
100％使用されて
いるとのこと。

またこの完熟梅のクラフトビ
ール『完熟梅スッパークリン
グ』を東京代官山にあるキリ
ン直営店「SVB（スプリン
グバレーブルワリー）」で飲
むことができます。

キリンのCMに登場 !!

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。どんな
ことでもかまいません、議会事
務局または提案箱までお寄せく
ださい。
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二人はどんなきっかけで知り合いましたか？
→お友達の紹介です。

（以下の質問へは町外出身の方にお答え頂きました）
みなべ町に暮らしてみて感じたことや持たれたイメージは？
→子育て支援が充実していて、子育てをするうえで心強いなと思います。
梅や季節の果物などがおいしくて、毎年、時期が来るのが楽しみです。

町での生活はどうですか？
（楽しいエピソードもあったらお聞かせください。）
→近所を歩いていると、地域の方がたくさん声をかけてくれるので、とて

も嬉しい気持ちになります。

町に望むことはありますか？
→小さい子供たちが遊べる公園が増えるといいなと思います。

◎ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

Q

平成22年1月15日に結婚されました中村裕亮さん（北道出身）と
美香さん（鹿児島県沖永良部島　旧姓:林）ご夫婦の紹介です。

中
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村
むら
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亮
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み

香
か

さんご夫妻
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